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文では SVM を用いた場合で 50%，説明文ではナイーブベイズ
を用いた場合で 44%が最大の正解率となった．視覚的複雑さと
テキスト情報の 2 つの特徴量について調べると，図 1 のように
平均文字濃度といくつかの特徴量の間に正の相関があることが
見受けられた．漢字の種類数との間に強い相関が見られるのは
当然であるが，文字や単語の種類数との間にも強い相関が見られ
ていた．このことから rankが上がるに連れて増えた文字や単語
はそのほとんどが漢字で構成されていることが考えられる．つ
まり一見独立していると思われる，視覚的複雑さとテキスト情
報は実際には密接に関係しているため，これらを組み合わせて
も精度が向上しなかったことが考えられる．
4 まとめ
後藤らの研究をもとに，ひらがな品詞を除いた濃度ヒストグ
ラムを用いた方法，異なる分類器・濃度特徴量を用いた方法，及
びテキスト情報を併用した方法を用いて，視覚的複雑さの有効
性を検証した．視覚的複雑さは，おおよその難易度判定を行う
ことはできるが，細かい判定には不向きであることが分かった．
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